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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文に関する当論文審査委員会の審査結果を略述すると以下の通りである。
１．本論文は、これまでのライフスタイル研究を見直しながら、消費者情報処理研究において展開されてき
たカテゴリー概念とブランド情報処理の観点に立ち、またホーリスティックなマーケティングアプローチか
ら、ライフスタイルとブランドとの関係に取り組み、消費者行動研究とマーケティング研究に新しい光を当
てた点で大いに評価できるものといえる。とりわけ、従来のカテゴリー概念の統合化を試み、著者独自の
「適合的カテゴリー表象」という斬新な概念を提唱したことは、学会に一石を投じるものである。この概念は、
実務的な要請を強く受けるマーケティング実務においても貴重な提言であると考えられる。
２．さらに当委員会は、実証分析で行った分析手法がきわめて高い水準にあることを評価する。典型性要因
と具体性要因に関する複数記憶システムに基づく分析フレームに基づくパス解析、カテゴリー中心形成要因
－ 95 －
とブランド・ロイヤルティとの概念枠組みに基づく共分散構造分析、考慮集合を手がかりにした目的に導か
れるカテゴリーの分析に用いた構造方程式モデルをそれぞれ使用しながら、緻密な仮説の検証に努めたこと
は大いに評価できる。
３．本論文は学術的に高いレベルに達しているものであり、学界に対しても大きな貢献を果たしていること
は間違いないが、いくつかの点で課題を残している。本論文において提唱した「適合的カテゴリー表象」は、
あくまでも抽象的な概念像を示しただけである。したがって、今後、この概念を実証的に明らかにしていく
という大きな課題が残されていることは言うまでもない。また本論文では、カテゴリー概念における感情的
な役割についてはあまり扱っていなかった点がある。消費者のもつカテゴリーは、感情的要素でライフスタ
イルとつながる可能性が非常に高いため、感情的要素とカテゴリー、そしてそのカテゴリーとライフスタイ
ルとの関連について明らかにすることが、今後の課題として残されている。これらの課題については、著者
の将来の研究成果を待たねばならない。しかしながら、当委員会としては、本論文のきわめて高い論理的か
つ実証的な研究による貢献を中心とする評価を下げるようなものではないと判断する。
　以上の審査結果に基づき、当委員会は本論文が博士（商学）の学位を授与されるに相応しいものであると
結論づけ、髙橋広行氏に当該学位が授与されるよう推薦する次第である。
